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本日のご説明内容
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１．中電工の概要
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会社名 株式会社中電工

代表者 代表取締役社長 小畑 博文

設 立 １９４４年９月（設立時：中国電気工事株式会社）

資本金 ３４億８，１９０万円

株式上場 東京証券取引所市場第１部 （１９７２年上場）

本店所在地 広島市

連結対象企業 １３社

事業内容 総合設備工事業、電材販売、保険代理、リース業

従業員数 ４，１６７名（連結） ３，４５５名（個別） （2017年3月31日現在）

売上高 １，４７９億円（連結） １，３２５億円（個別） （2016年度）

総資産 ２，６３６億円（連結） ２，５２４億円（個別） （2017年3月31日）
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中電工の概要

中電工は、電気・空調・給排水・情報通信などさまざまな快適設備を提供する
総合設備エンジニアリング企業
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社 章
Ｃ青色…空・海・宇宙への無限の広がりと

未来に向かってのめざましい発展

オレンジ直線…真心・情熱

緑直線…安全・技術・環境・地球
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■企業使命

･総合設備エンジニアリング企業として、 お客様のために高度な価値を付加
した生活・ 事業環境を創出することにより、 社会の発展に貢献する。

■経営姿勢
・お客様・株主の信頼を獲得し、選ばれる企業を目指す。
・環境に優しく、品質に厳しい企業を目指す。
・総合技術力の強化・向上を目指す。
・人を大切にし、安全で活力ある職場作りを推進する。
・受注の確保と経営の効率化を推進し、強固な経営基盤を堅持する。

中電工の概要 （個別：社是・企業理念）

企業理念
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配電線工事

発送変電工事

中電工の概要 （個別：事業内容…配電線工事・発送変電工事）

 中国電力等の配電線・引込線・地中配電線の新設、
改修工事の施工

 中国電力等の発送変電設備・地中送電線の新設、
改修工事の施工



Copyright©2017 CHUDENKO Corporation.All Rights Reserved6

屋内電気工事

工場関係工事

病院関係工事

中電工の概要 （個別：事業内容…屋内電気工事）

 ビル、工場、病院、店舗、学校、住宅等の電気設備、
プラント、防災設備等の設計・施工

太陽光発電設備工事
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空調管工事

情報通信工事

中電工の概要 （個別：事業内容…空調管工事・情報通信工事）

 ビル、工場、病院、店舗、学校、住宅等の空調、
冷暖房、給排水、衛生、上下水道等の設計・施工

 各県や市町村の地域情報基盤整備、防災無線・
消防無線等の設計・施工
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最高売上高
2,019億円（93年度）

最多従業員数
7,839名（75年度）

（億円） （人）

中電工の概要 （個別： 従業員数・売上高の推移）

’16’12
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中電工の概要 （個別：事業拠点）

 中国地域を中心に、東京・名古屋・大阪・九州 などにも事業拠点を設置
 本年７月に中山間地の事業場を統廃合 ⇒ 次年度以降も選択と集中を推進

事業場数 ８４箇所
（2017.10.1現在）

2016年10月 2017年10月

支社 200～300 9 9

営業所 20～50 60 55

出張所 3以下 22 8

東京・大阪・九州等 20～110 10 9

その他（本店等） － 3 3

計 104 84

在籍人員
設置数

事業場設置数
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配電線

331億円, 25%

発送変電

51億円, 4%
情報通信

50億円, 4%
空調管

218億円, 16%

屋内電気

672億円, 51% 売上高（個別）
１，３２５億円

10

中電工の概要 （個別：売上高の工事部門別構成比）

売上高の工事部門別構成比（2016年度実績）

 中国電力向け工事（配電線、発送変電）約３割

一般向け工事 （屋内電気、空調管、情報通信）約７割

中国電力向け工事

一般向け工事
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中電工の概要 （個別：売上高の地域別構成比）

 中国地域は約９割、都市圏（東京・大阪・九州）は約１割

売上高の地域別構成比（2016年度実績）

広島県, 464億円, 
35%

岡山県, 319億円, 
24%

山口県, 244億円, 
19%

島根県, 131億円, 
10%

鳥取県, 72億円, 
5%

東京・大阪・九州,
91億円, 7%

売上高（個別）
１，３２５億円
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２．業績概要および業績予想
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業績概要および業績予想 （第2四半期連結業績ハイライト）

 売上高は減少（中電工個別▲１７億円減・連結子会社９億円増）

 営業利益は減少、経常利益・四半期純利益は増加

売上高

営業利益

経常利益

四半期純利益

６３８億円 前年比199％（▲7億円）

３１億円

第2四半期業績ハイライト（連結）

前年比187％（▲4億円）

前年比113％（▲5億円）

前年比127％（▲8億円）

５２億円

３８億円
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業績概要および業績予想 （通期連結業績予想）

 売上高は増加（中電工個別２４億円増・連結子会社２６億円増）

 各利益は減少

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

１，５３０億円

前年比186％（▲12億円）

通期業績予想（連結）

前年比198％（1▲2億円）

前年比103％（▲50億円）

８６億円

１１６億円

８０億円

前年比189％（▲10億円）
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業績概要および業績予想 （通期連結業績 5か年の推移）

 売上高は増加基調

 売上高営業利益率は一定以上の水準を確保

売上高

（単位：億円）

5.3%

（単位：億円）

営業利益

※ ％は売上高営業利益率

売上高

営業利益

6.5%
7.4%

6.5%
5.6%



Copyright©2017 CHUDENKO Corporation.All Rights Reserved

448
534

591
645

753
823

0

1,000

2012年度末 2013年度末 2014年度末 2015年度末 2016年度末 2017年度末予想

手持工事高

1,130 
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1,082 
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受注高 売上高

 近年、受注高は売上高を上回り、手持工事高は継続的に増加
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（単位：億円）

業績概要および業績予想 （個別：受注高・売上高・手持工事高）

（単位：億円）
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（単位：人）（単位：億円）

103
114

73

188

156

※従業員数は各年度10月1日現在

 都市圏（東京・大阪・九州）の受注高 ： 2017年度は188億円を見込む

業績概要および業績予想 （個別：都市圏の受注高）
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３．中電工の特徴
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売上高の得意先別構成比（2016年度実績）

電力会社比率
8社の単純平均
約41％

中電工の特徴 （個別：売上高の得意先別構成比の同業各社比較）

 一般得意先向けの割合が比較的大きい
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2016年度 2017年度予想

5.6％

6.5％

中電工の特徴 （連結：売上高と売上高営業利益率の同業各社比較）

 売上高営業利益率は同業８社の加重平均を下回る見込み

2017年度
同業8社
加重平均6.4％
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自
己
資
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利
益
率
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自己資本比率

中電工

九電工

トーエネック

ユアテック

きんでん
関電工

四電工

中電工の特徴 （連結：安全性と収益性の同業各社比較）

自己資本比率 81.5％
ＲＯＥ 4.3％

収
益
性

安全性

北海電工

 自己資本比率は高い ⇒ 安全性が高い
 自己資本利益率（ROE)は低い ⇒ 収益性が低い

【自己資本利益率（ＲＯＥ）】
「会社が株主から預かった資金を使ってどれぐらい効率的に利益を創出したか」をみる指標。
計算式 ： ROE(％) = 当期純利益÷自己資本×100
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４．中期経営計画（2015～2017年度）
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中期経営計画 （企業運営の基盤・テーマ）

安全を全てに優先することを企業運営の基盤とし、「安全・衛生活動方針」
および「コンプライアンス方針」に基づき、安全で健康な職場づくり、法令等
を遵守した誠実な企業活動を推進

企業運営の基盤

テーマ

経営基盤の強化と更なる成長
・これまでの主要施策の継続実施による地域に密着したコア事業の強化
・将来を見据えた成長戦略による事業の拡大

 当社グループが、将来にわたり持続的に発展を遂げていくため、「経営基盤の
強化と更なる成長」をテーマとした中期経営計画（2015～2017年度）を策定
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 中電工グループ全体での人材の確保
 次世代リーダーの育成
 「より高度な仕事をする」環境の構築

 お客様満足度の向上

 適正な原価管理の徹底
 中電工グループ全体での生産性の向上

 中国地域における営業基盤の強化
・リニューアル工事、元請工事、特高工事・工場工事の受注拡大
・施工能力の強化

 都市圏の事業拡大
 成長戦略による事業拡大

24

主要施策

中期経営計画 （主要施策）

受注の
確保・拡大

活力を生む
“人づくり”

利益の
確保・拡大

品質の向上

2017年度は「働き方改革」を主要施策に加え、業務改革の推進で生産性を向上
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2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
内定者

113名 150名 147名 132名 135名
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中期経営計画 （定期採用者数・従業員の年齢別構成・有資格者数）

種別 資格名
取得者数

15年3月 17年4月

電 気 電気工事施工管理技士（1.2級） 924名 983名

空調管 管工事施工管理技士（1.2級） 270名 271名

その他 技術士 35名 43名

19～29歳

30%

30～39歳

17%

40～49歳

28%

50～59歳

11%

60歳～

13%

2017.4.1現在

30歳未満が3割 若年従業員の成長 将来の施工能力ＵＰ

定期採用者数

有資格者数従業員の年齢別構成（個別）
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利益（億円） 売上高（億円）

※ ％は売上高営業利益率

5.6%

中期経営計画 （連結：数値目標）

数値目標
今回予想

売 上 高 1,530億円
営業利益 （5.6％） 86億円

【２０１７年度数値】

当初目標

売 上 高 1,500億円
営業利益 （4.7％） 70億円

営業利益

経常利益

当期純利益

売上高
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中期経営計画 （持続的成長のための投資）

技術研究開発
・安全・品質関連
・省力化関連

人材育成
・人材育成の強化・スピードアップ

子会社・協力会社の体制整備
・子会社・協力会社の育成
・協力会社との連携強化
⇒積極的な投資を継続

持続的成長のための投資

中期経営計画期間内で、成長のための投資枠３００億円を設定

Ｍ＆Ａ・アライアンス等の
事業拡大のための投資枠（280億円）

技術研究開発・人材育成・
協力会社等の体制整備（20億円）

都市圏（東京・大阪等）の事業拡大
・中国地域から要員配置を順次実施 ⇒更なる営業体制・施工体制の充実

太陽光発電事業への出資
・オリックスとの共同事業への出資
・瀬戸内Ｋｉｒｅｉへの出資

農業事業への出資
・中電工ワールドファームへの出資

Ｍ＆Ａ・アライアンス
・設備工事会社を子会社化
（2016年度：2件…国内企業）
（2017年度：1件…海外企業）

⇒継続して検討を進める
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会 社 名 杉山管工設備㈱

ｸﾞﾙｰﾌﾟ化年月 2016年8月

所 在 地 神奈川県横浜市

事業内容 空調管工事

資 本 金 5,600万円

設立年月 1954年1月

会社概要

早水電機工業㈱

2016年9月

兵庫県神戸市

電気工事、太陽光事業

3,000万円

1958年11月（創業1945年11月）

28

中期経営計画 （Ｍ＆Ａの状況：国内案件）

 2016年度、国内の設備工事会社２社をグループ化

２社とも業績は堅調、当社との連携を推進
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中期経営計画 （Ｍ＆Ａの状況：海外案件）

会 社 名 ＲＹＢ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ Ｐｔｅ． Ｌｔｄ．

所 在 地 シンガポール

事業内容 電気工事業

資 本 金 150万シンガポールドル（約1.2億円）

設 立 年 1996年

売 上 高 5,000万シンガポールドル（約40億円）【2016年12月期】

会社概要

29

 2017年10月、特別目的会社を通じてシンガポールの電気工事会社の
発行済株式70％を取得し、グループ化

ＲＹＢ社は、シンガポールにおいて世界的に著名なＩＴ企業のデータセン
ター工事を中心に実績を上げており、高い技術力を保有

ＲＹＢ社を中心に東南アジアにおける事業を拡大
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５．中電工グループ 中長期ビジョン
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中電工グループ 中長期ビジョン （テーマ・目指すグループ像・数値目標）

変革と成長を遂げる 中電工グループ

テーマ

 従業員一人ひとりが働きがいを持って活躍するグループ

 中国地域だけでなく都市圏・海外でも存在感を発揮できるグループ

目指すグループ像

数値目標

2017年度予想

連結売上高 １，５３０億円
（再掲都市圏 １６０億円）

連結営業利益 （５．６%） ８６億円

2024年度

２，０００億円以上
（再掲都市圏 ６５０億円）

（６．５%） １３０億円以上

 創立80周年となる2024年度での目指す姿・目標を設定
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１．人材の確保・育成による現場力の強化
２．活力・働きがいのある職場環境の確立
３．中国地域における確固たる営業基盤の確立
４．電力安定供給への確実な貢献
５．都市圏や海外における営業基盤の拡大

中電工グループ 中長期ビジョン （実現へのアプローチ）

ビジョン実現へのアプローチ

人材の確保・育成

成長投資の継続

・グループ一体となった人材確保
・技術・技能を高める教育の充実
・業務改革などの働き方改革の推進
・協力会（協力会社）への支援拡充 など

・人材の確保・育成への投資
・事業の拡大、Ｍ＆Ａへの投資 など

32

ビジョン実現に向け、現行中期経営計画の諸施策を踏まえた5項目に取り組む
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６．株主還元
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当社は、通常の運転資金と突発的なリスクへの対応を考慮したうえで、持続
的な成長のための投資に内部資金を活用するとともに、業績や経営環境等を
総合的に勘案し、株主還元を充実していくことにより、中長期的な企業価値の
向上を目指す

株主還元 （資本政策の基本的な方針）

資本政策の基本的な方針

１．持続的な成長のための投資
○ 事業の拡大、人材育成・研究開発強化等、将来の成長に繋がる投資に内部
資金を有効活用する

２．株主還元の充実
○ 業績等を踏まえつつ、持続的・安定的な配当を行う
○ 経営環境等を総合的に勘案したうえで、必要に応じて自己株式取得を実施する

中期経営計画期間内で、成長のための投資枠を設定
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配 当

株主還元 （配当）

【2016年度実績】 ・・・ ＤＯＥ ２．０２％

【2017年度予想】 ・・・ ＤＯＥ ２．５％ を目処

・１株当たり年間配当金 ９４円
・年間配当総額 ５２億円
・ＤＯＥ ２.５４％
・配当性向 ６５.７％

【配当方針】

持続的・安定的なより高水準の配当を行うことを重視し、ＤＯＥ（連結株主
資本配当率）を採用

【ＤＯＥを採用した理由】

財務体質(株主資本)を踏まえ、持続的・安定的な還元を意識
※ ＤＯＥ＝年間配当総額÷株主資本
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自己株式

株主還元 （自己株式）

【2017年1月】

・取得株式数：２５０万株

・取得総額 ：４９億円（１株当たり 1,982円）

【2017年3月】

・自己株式の消却：７００万株
（※消却後の継続保有数：約２２０万株）

【2016年8月】

・取得株式数：７０万株
・取得総額 ：１６億円（１株当たり 2,389円）

自己株式の
取得

自己株式の
消却
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20円
30円

62円
72円 72円

94円

11 17

36
42 41

52

70.5

13.1

34.8
38.7

44.9

65.7

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度予想

1株配当金（円） 配当総額（億円） 配当性向（％）

DOE
２％目処

業績連動
配当性向30%

安定配当
２０円

配当方針

日 付 株 価
2017年度予想
配当利回り

2017/12/1 3,250円 ２.９%

株主還元 （配当の推移）

DOE
２.５％目処
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2.9%

1.4% 1.5%
1.5%

2.2% 2.1% 2.0% 2.2% 2.0%

65.7

23.5
23.0

11.3

26.2 24.5 30.4
24.3

28.4

中電工 きんでん 九電工 北陸電工 関電工 ユアテック トーエネック 四電工 北海電工

配当利回り（％） 予定配当性向（％）

配当利回り・配当性向（2017年度予想）

（注）12月1日現在の株価から算定

株価
（配当金）

3,250円
（94円）

 配当利回り２.９％、配当性向６５.７％は同業各社でトップ
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1,111円
（24円）

968円
（20円）

3,245円
（65円）

2,972円
（65円）

505円
（10円）

5,270円
（80円）

1,895円
（26円）

1,072円
（16円）

株主還元 （配当利回り・配当性向の同業各社比較）



Copyright©2017 CHUDENKO Corporation.All Rights Reserved

0

100

200

300

400

500

’12．4 ’12．10 ’13．4 ’13．10 ’14．4 ’14．10 ’15．4 ’15．10 ’16．4 ’16．10 ’17．4 ’17．10

39

最高値 3,490円
最安値 681円

22,844円（12/1）

3,250円（12/1）

※株価は2012年4月2日の終値を100とした株価指数の推移

株主還元 （株価の推移）

株価の推移（2012.4～2017.12）

390％
UP

当社 837円

日経平均
10,109円
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その他 （当社テレビＣＭ）

 本年１０月に明るい企業イメージにテレビＣＭを刷新
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本資料に記載されているデータや業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している

情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により

大きく異なる可能性があります。

将来見通しに関するご注意事項

【本資料に関するお問い合わせ先】

〒730-0855
広島市中区小網町6番12号
TEL：082-233-9034
FAX：082-233-5106
E-mail：kikaku@chudenko.co.jp
担当：企画本部 経営企画部 （ＩＲ担当 ）

【本資料に関するお問い合わせ先】

〒730-0855
広島市中区小網町6番12号
TEL：082-233-9034
FAX：082-233-5106
E-mail：kikaku@chudenko.co.jp
担当：企画本部 経営企画部 （ＩＲ担当 ）


